
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 22 号 

重症心身障害者地域生活支援センター 

（じ ね ん じ ょ 通 信） 

 平成２６年７月６日、下関グランドホテルにおきまして中尾市長様をお招きし、開設１０周年記念祝賀会を開催

しました。メンバーさんやご家族の皆様、理事や評議員の皆様、ボランティアの皆様など沢山の皆様にご来会いた

だき有り難うございました。音楽家の五十嵐美紀子様の格調高いアリアや童謡、食事の間の室内楽の演奏のおかげ

で、お祝いの会らしい華やいだ雰囲気になりました。下関グランドホテル様には、メンバーさんの食事を他の参列

者と同じ内容を食べやすい食形態にしていただくなど細やかな心配りを頂きました。 

 私の記念講演の演題は、「じねんじょの今までとこれから」というテーマにしました。準備の段階で「じねんじょ」

ができるまでのことを整理し記録に残しておく必要性を感じました。先人や仲間達が築いてきた下関市の障害児の

療育と身体障害者支援の歴史を、おぼろげな記憶を辿り県や市や関係者に確認しながらまとめました。 

障害児療育は、約４０年前の昭和４９年に「くすの園」と「肢体不自由児父母の会」が県単独事業の心身障害児

簡易通園事業の運営を開始、身体障害者支援は、昭和６０年に「下関幸陽園」が身体障害者療護施設を開設したこ

とから始まります。重症心身障害児者のデイサービスは、平成２年に「じねんじょを育む会」会長の池内京子様ご

夫妻が開設した「青山庵」が始まりです。 

障害児リハは、昭和６０年に済生会下関総合病院と下関市福祉部が小児専門 PT と OT を採用したことからのス

タートです。子どもの療育の場づくりは、３０年前の昭和５９年に「下関市に療育センターをつくる会」として運

動が始まり、１１年後の平成７年に下関市こども発達センターとして結実しました。来年、こども発達センターは、

開設２０周年を迎え待望の診療所開設と常勤小児科医の配置に向けて準備が進められています。平成１０年には、

かねはら小児科開設と同時に「デイケアハウスきのみ」（社会福祉法人木の実保育園運営）が開設し、平成１２年に

は「じねんじょ」開設の原動力となった親の会「フロレスタ」が発足し建設の準備が始まりました。下関市の障害

児・者の支援活動には、ここに書ききれなかった多くの方々のご尽力があります。 

 「じねんじょ」も１０年が経ち、メンバーさんもご家族も年を重ね健康状態や家族機能も開設当時とはかなり変

化して来ていますし、学童児の「むく」や未就学児の「むくっこ」世代の受入れも考える必要があります。今後と

も、「じねんじょ」がこれからどうあるべきかについて、現在ご利用いただいている方々やご家族のニーズをベー

スに、重症心身障害の発生動向、国の医療・福祉施策などを俯瞰的にみながら計画を立てる必要があると思

っています。 

 これからも皆様のお力添えをお願いします。 

「じねんじょ」開設１０周年記念祝賀会を終えて 
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 「じねんじょが生まれて１０年！これからもよろしくお願いします」 

 

                        
社会福祉法人じねんじょは、平成１５年６月に社会福祉法人の認可がされ、翌年４月に重症心身障害

者地域生活支援センターとして、重症心身障害者を中心とした福祉施設として開所しました。この１０

年余りで、社会保障および障害福祉に関する制度やサービス体系は大きく変わりましたが、『どんなに重

い障害があっても、住み慣れた地域で暮らしたい』という本人とその保護者の願いを実現する、その思

いは１０年変わることなく、メンバー（利用者）・保護者と一緒に歩んできました。しかし、１０年が経

った現況は、本人の機能維持や家族介護力など新たな課題があらわれ、本人の生活や家庭環境などで徐々

に変化してきています。また、児童福祉法の改正に伴い、幼児・学童の障がい福祉も変わってきていま

す。 

この１０年間、多くの人と出会い、つながり、ふれあい、たくさんのご支援をいただきました。また、

じねんじょメンバーの物故者は１０名おられますが、「いのちの輝き」「今を生きる」などについて考え

る機会をいただき、メンバーに対する支援の質の向上に、大きな力をいただきました。改めて深く感謝

いたします。 

これから先も、取り巻く環境や福祉は変化すると思いますが、しなやかに粘り強く対応し、ライフス

テージにそった支援、生涯を通じて児者一貫した支援を

大切に、メンバーや家族の皆さまが、「安全」「安心」「安

定」した生活が得られますように努力したいと思います。 

今後とも、皆さまのご指導ご支援のほどよろしくお願

い申し上げます。 

  

 
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

タイトルは “夢” 

1０周年記念のパステル作品！ 

10 周年記念祝賀会  

金原理事長の講演 
五十嵐美紀子さんのアリア 

食事中の室内楽の演奏 

会場：下関グランドホテル 

総料理長と 

センター長 石塚 忠志 

 

石塚センター長のあいさつ 

美味しい食事を囲んで 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      
 
 
 
 
 
                             

 

よいしょ～♪ 

よいしょ～♪ 

おいしくつけ

るかなぁ～？ 

 

みんなで作った作

品が美術館に展示

されたよ～☆☆ 

今年は、惜し

くも準優勝… 

来年は優勝だ

ぁ～！！！ 

お客さんが

よく来たな

ぁ～♪ 

閉会式ではパラソル

でクールダウン♪ 

夏休みは、いろい

ろなイベントがあ

って楽しかったな

ぁ～☆☆☆ 



 

第１１回じねんじょフェスティバル 

１０月１９日（日）開催！！ 

テーマ 

「おいでませ じねんじょ １１年目のおもてなし」 

楽しい企画を考えています(^^♪ 

ご来場を心よりお待ちしております♬ 

（昨年の様子） 

 

 

 

この度は、当ホテルをご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

初めのころは、お料理の内容やお客様のご案内など不安な点もありましたが、 

ご出席いただいた皆様より、「またこのような機会をもってほしい」と言われ大変  

うれしく思います。 

当ホテルといたしましても、嚥下食に関しては初めての取り組みであり、栄養士 

の出口様より色々とご指導いただき、何とかかたちにすることができました。 

結果的にメンバーの皆様や、保護者の方よりたくさんの感動とお喜びの声を頂い

たことが、担当者として何よりもうれしいことでした。本当にありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

編集後記 

今回もいろんなところに出かけ多くの方々との触れ合いがありました。メンバーの

日々の表情が少しでも皆さまに届くとうれしいです。 

 

 

寄付者氏名（敬称略、順不同） Ｈ26.４.1～Ｈ26.８.3１ 

・ニューディーラー    ・六人会 

・下関西ライオンズクラブ ・下関東ロータリークラブ 

・平田聖子        ・やまぐち小児科 

・もみの木薬局      ・さをり織サークル 

・フタバ工芸社      ・じねんじょ保護者会 

・フロレスタ       ・理事、評議員 

・ぷくぷくポケット 

たくさんのご寄附をいただきました。ありがとうございました。 

       

下関グランドホテル 佐藤 礼哲さん 

 

 

 

 

 

平成 26 年度９月以降の行事予定 

 

１０月 じねんじょフェスティバル 

１１月 下関市障害者交流卓球大会 

１２月 手をつなぐみんなの福祉フェスタ 

 

平成 27 年 

１月 成人を祝う会 

3 月 もちつき 

 


